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1 はじめに 
  NUOPTのエクセルインタフェース を用いると，Microsoft Excelから NUOPT GUI
を起動し，Excel に入力されたデータを SIMPLEのデータとして使い，最適化の結果など，
SIMPLEのオブジェクトを Excelのセル上に表示することができます． 
本マニュアルは NUOPT のエクセルインタフェースの使用方法について解説します．
NUOPT のエクセルインタフェース（以下，本プログラム）のインストール手順について
は NUOPTのインストールガイドに従ってください． 
使用方法はメニュー項目に添った形式で解説しています．初めてのご使用の場合は，ま

ず「NUOPT/SIMPLE/Excel チュートリアル」（以下文中では単にチュートリアルと呼び
ます）で実例を通じてだいたいの使用手順を理解された上で，必要に応じてこのマニュア

ルを参照なさることを推奨いたします． 
 
２ メニュー項目の解説 
 
2.1 NUOPTメニュー 

NUOPT が正しくアドインされていれば，Excel ウインドウのメニューバーに次のような
メニューボタンが現れます． 

 

 
  
NUOPTメニューをクリックすると，次のようなプルダウンメニューが現れます． 
 

 
  
それぞれのメニュー項目は以下のような内容になっています． 
 

NUOPTメニュー 
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●GUI起動 
NUOPT GUIを起動する（モデルやプロジェクトの操作を行う）． 

●選択範囲を名前として使用（本シート） 
Excel上で選択したセルを，NUOPT側で名前として使うために，登録する． 

●選択範囲を添字として使用（本シート） 
Excel上で選択したセルを，NUOPT側で添字として使うために，登録する． 

●選択範囲と NUOPTデータのリンク… 
Excel上で選択したセルを，NUOPT上のデータとして使うために，登録する． 

●NUOPTデータの確認… 
Excelから NUOPTに転送されるデータ内容を確認する． 

● 実行 
最適化を実行して結果を Excel上に表示させる． 

 
NUOPTメニューの各項目に沿って解説します． 
 
2.2 モデル編集ウィンドウ 

NUOPTメニューの「GUI起動」を選択すると，次のような NUOPTGUIが表示されます． 
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   このウィンドウを用いて，モデルを定義したり，Excel連係を行いたいモデルを選択し
たりすることができます．ちなみに，モデルアイコンの右クリックメニューから「Excel
連携の実行対象」を選択すると，そのアイコンが Excel 連携されるものとして選択された
ことになります．GUIの操作に関する詳細な説明は別冊「NUOPTWindows版マニュアル」
を参照して下さい． 
 
2.3 選択範囲を名前として使用（本シート） 

 
Excelで選択したセルの内容を，名前として使用します． 
以下のようにセルをマウスで選択した後で，「選択範囲を名前として使用」メニューを呼

び出すと，選択されたセルが NUOPT上の添字として使われるように登録されます．実際
にはダイアログもメッセージも表示されませんが，これは「選択範囲と NUOPTデータの
リンク…」メニューにおいて，添字を使う場面で確認できます． 
 

 
 
 
 
 
ここで指定する名前とは，SIMPLE 上のオブジェクト名です．Excel 上のデータと
NUOPT/SIMPLE上のオブジェクトとのリンクをするときに，ここで登録した名前がキー
となってリンクされます． 
詳細は「選択範囲と NUOPTデータのリンク…」メニューで現れるリンク設定ダイアログ
を参照してください（データのリンクの概念がわからないと，意味がわかりにくいはずで

す）． 
 

(1)マウスで名前としたいセルを選択． (2)メニューを選択すると，名前と
して登録される． 
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2.4 選択範囲を添字として使用（本シート） 

 
Excelで選択したセルの内容を，添字として使用します． 
以下のようにセルをマウスで選択した後で，「選択範囲を添字として使用」メニューを呼

び出すと，選択されたセルが NUOPT上の添字として使われるように登録されます．実際
にはダイアログもメッセージも表示されませんが，これは「選択範囲と NUOPTデータの
リンク…」メニューにおいて，添字を使う場面で確認できます． 
 

 
 
 
 
 
 
 
2.5 選択範囲と NUOPTデータのリンク 

 
本プログラムの心臓部となるメニューです． 
Excelで選択したセルの内容を，SIMPLEのモデル記述のデータとして，結び付けます． 
 

(1)マウスで添字としたいセルを選択 (2)メニューを選択すると
添字として登録される． 
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上のようにマウスで選択した後で，「選択範囲と NUOPTデータのリンク…」メニューを
呼び出すと，リンク設定ダイアログが表示されます． 
 

 
 

このダイアログを通じて，NUOPT と Excel 間のデータ転送に関するすべてを定めます．
Excelから NUOPTへの転送も，NUOPTの計算結果の Excelへの返却も，それらのデー
タの詳細も，すべてここで決めることができます． 
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2.5.1 リンク設定ダイアログの解説 

 
基本的な指定方法の手順は，チュートリアルで学ぶことができます．ここでは，ダイアロ

グの構成についての詳細を記します． 
ダイアログの上段（中央の横線より上部）は， 
 左：選択したセルの取り込み 
 右：既に選択されてデータリンクが行なわれたセル 
という構成になっています． 
また，ダイアログの下段（中央の横線より下部）は， 
 左：データリンク時の諸属性設定 
 右：添字の指定 
という構成になっています． 
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b. クリックして選択したセル

を下のリスト表示に取り込む． 

c. データのリンクを設

定・解除する． 
a. データのリンクを

希望するセルを表示 

d. データのリンクが既に設定

されているものを表示 

h. データの転送方向を指定

する．トグルボタンになって

いる． 

i. SIMPLE上で配列になっ

ている場合に，設定する． 

j. 選択したセルの

方向と，それがオ

ブジェクト名を含

むものかを設定す

る． 

e. f. 

g. 

k. 添字として指定可能なものが表示

され，クリックすると添字になる． 

l. m. 
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図で，各部をアルファベット記号で命名したので，それにそって注釈していきます． 
a. 「対応付けされていない範囲」という標題の通り，これからデータのリンクをしてい
く候補となるセル範囲が，ここに表示されます．リスト表示であり，リスト項目をマ

ウスでクリックして選択することができます．リスト内で選択したセル範囲に対して，

h.～k.のリンク設定を行ないます． 
b. a.のリスト項目に，現在シート中で選択されているセル範囲を取り込むためのボタン
です． 

c. a.に入っているリスト項目を，d.の「対応付けされた範囲」リストへ登録するボタン
と，逆に d.に入っているリスト項目を選択しておいて，a.に戻すためのボタンです．
対応付け（データのリンク）を行なうほかに，解除を備えているので，いったん行な

った対応付けの設定が違っていたときに，解除してやり直すことが可能になっていま

す． 
d. 「対応付けされた範囲」という標題の通り，データのリンクが行われたセル範囲が，
ここに表示されます．リスト表示であり，リスト項目をマウスでクリックして選択す

ることができますし，複数を同時に選択できます．リスト内で１つだけ選択したセル

範囲に対しては，h.～k.のリンク設定がどのような内容かが表示・確認できます． 
e. d.の「対応付けされた範囲」リストで選択した項目に対して，そのリンクの内容をデ
ータファイルとして保存するものです．データファイルの形式は NUOPT/SIMPLE
が直接読み込む固有の形式です．これを実行すると，d.の「対応付けされた範囲」リ
ストで選択された当該項目は，リストから消えます． 
この詳細の使い方は，3.4 データファイル保存について において，述べております
ので，そちらをご参照ください． 

f. d.の「対応付けされた範囲」リストで選択した項目に対して，SIMPLEオブジェクト
の名前を選択したり設定したりできるものです．これは Excel 上でのデータを，
NUOPT/SIMPLEのモデル中のどの変数などに対応するかを決めるための名前です．
直接入力してもよいですし，ドロップダウンリストより選択してもよいです（ドロッ

プダウンリストの内容は NUOPT メニューより「選択範囲を名前として使用（本シ
ート）」として登録されたものが出てきます）． 
基本的に，j.において「先頭行・列をオブジェクト名として使用」をチェックしてお
く形ならば，Excelのセル中の名前を流用できます． 
SIMPLE のモデル中の名前と確実に一致するようにしてください（一致しないと，
データの転送ができなくなります）． 

g. 各リストの詳細ボタンです．リスト中で選択した項目の詳細情報を，ダイアログで表
示してくれるものです． 

h. データの転送方向を設定するボタンです．ボタンを押すたびに矢印の方向が変わりま
す． 
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i. SIMPLEのオブジェクトとして，どのような配列形式になっているかを指定します．
配列の次元数を指定します．配列でないデータは，次元を０にします． 
ここでの「Set（集合）」というチェックボックスは，SIMPLE上で Setと定義され
たオブジェクトに値を渡すときに，オンにするものです．Setの詳細は，別冊「SIMPLE
マニュアル」をご覧ください． 

j. Excel上でどのようなデータ形式になっているかを指定します．セルの選択方向が横
１列なら行方向，縦１列なら列方向，それ以外は行と列を選びます．また，オブジェ

クト名（SIMPLE 上で使う変数などの名前）が先頭行・列に入っていれば，そのチ
ェックボックスをオンにします．なお，データの添え字を表示する必要がある場合は，

そちらのチェックボックスもオンにします． 
k. 添字として指定可能なもの（NUOPTメニューより「選択範囲を添字として使用（本
シート）」で登録したもの）が，リスト中に表示されています．ここは， 
    配列データでない場合 
        特に触る必要のない項目 
    配列データ（i.で次元数が１以上）の場合 
        自動付番（2.4.2.2 添字付き集合系 を参照）ならば触らなくてもよい 
        それ以外は，添字として何を使うか指定しなければならない 
という規則になっています． 
指定するときは，リスト項目をマウスでクリックするだけです．すると，(1)のよう
に括弧付きの番号表示が，リスト項目に加わります．これが，添字の「第Ｎ次元」か

を示しています．２次元以上の場合は，添字の次元の順番に，マウスで複数個をクリ

ックして選択していくと，(1), (2),…と表示されます． 
なお，a.のリストで選択した Excelデータの配列長を見て，添え字長が一致するもの
のみが候補に上がります．（3.5 も参照のこと） 

l. 添字候補に入ったリスト項目をマウスで選択した後で，このボタンを押すと，その項
目はリストより削除されます． 

m. このダイアログの終了に関するボタンです．OKボタンは，ここで行なった諸設定を
記録反映させてからダイアログを終了します．キャンセルボタンは逆に，諸設定を記

録せずにダイアログを終了します． 
 
以上が，リンク設定ダイアログに関する解説です． 
 
このリンクの設定は，様々な Excelと NUOPT間のデータ転送のパターンが考えられます．
それを次の節でまとめておきます． 
 
 



 

株式会社数理システム 

12 

 

2.5.2 データ転送パターン 

 
ここでは実際に Excelと NUOPTのデータをリンクして転送する場合に，添字の有無など
によって考えられる，様々なパターンを列挙しておきますので，実際のデータ転送の際に

ご参考になさってください．転送したいが，ここに含まれていず，わからないバターンが

ある場合には nuopt-support@msi.co.jp までご連絡ください． 
転送の対応付けの方法は，転送方向によりません（Excel→NUOPT，NUOPT→Excel，い
ずれの場合にも同様に設定できます）． 
以下の説明では 
 
● Excelシート：設定を行っている Excelシート上の選択範囲，網掛け部分は添字範囲の
指定を行っている部分． 

● 設定：「選択範囲と Excelデータのリンク」で設定した内容． 
● 対応する SIMPLEのデータ：相当するデータ設定． 
 
をそれぞれ示します．また，言葉として 
 
● 集合：SIMPLE上で Set, OrderedSet, CyclicSetのいずれか 
● 数値：SIMPLE上で Parameter, Variable, IntegerVariable, VariableParameterのい
ずれか 

● 次元：上記のものが持つ添字の数 
 
ということと定義します．これらのSetや Parameterなどの詳細は別冊「NUOPT/SIMPLE
マニュアル」をご覧ください．「設定」の表の中で 
 
● 添字範囲の選択 
 
は「選択範囲と Excel データのリンク」であらかじめ登録された「添字候補」から添字範
囲を選択するかどうかを示します． 
Excel→NUOPTと転送されるオブジェクトについて添字範囲を選択しない場合，１からカ
ウントアップされる番号を自動的に付加し，それをオブジェクトの添字として使用します．

これを自動付番機能と呼びます． 
NUOPT→Excelと転送されるオブジェクトについて添字範囲を選択しない場合，NUOPT
側の SIMPLEオブジェクトの添字が Excel側に書き出されます．データ量が多いとユーザ
の書いた表を壊してしまう可能性がありますのでご注意ください． 
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2.5.2.1 添字のない数値（スカラ）を３つ定義する 

 
Excelのシート： 
 

ｘ ｙ z 

1 5 8 

設定： 
 

Set（集合）のチェック 
次元 
添字範囲 
データ方向 
先頭行・列をオブジェクト名として利用 

チェックしない 
０ 
選択しない 
列 
チェックする 

 
対応する SIMPLEのデータ： 

x = 1; 

y = 5; 

z = 8; 

 

2.5.2.2 次元１の数値を１つ定義する 

 
Excelのシート： 
 

a   

10 13 

11 14 

12  

   

 
 
 
 
 
 
 

二列になってもよい． 
空白は無視，それ以外の部分は自動付番で番号が与えられる 
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設定： 
 

Set（集合）のチェック 
次元 
添字範囲 
データ方向 
先頭行・列をオブジェクト名として利用 

チェックしない 
１ 
選択しない 
列 
チェックする 

 
対応する SIMPLEのデータ： 
 

a[1] = 10 a[5] = 13 

a[2] = 11 a[6] = 14 

a[3] = 12  

  

 
2.5.2.3 次元１の数値を２つ定義する 

 
Excelのシート： 
 
 
 
 

あ  a1 a2 

い  5 11 

う  6  

え   12 

  7  

 
設定： 
 

Set（集合）のチェック 
次元 
添字範囲 
データ方向 
先頭行・列をオブジェクト名として利用 

チェックしない 
１ 
選択する 
列 
チェックする 

添字範囲と内容範囲は必ずしも隣接する必要がなく， 
ずれていてもよい． 
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対応する SIMPLEのデータ： 
 

a1[あ] = 5; a2[あ] = 11; 

a1[い] = 6; a2[う] = 12; 

a1[え] = 7;  

 
2.5.2.5 次元２の数値を１つ定義する，添字範囲は指定しない 
 
Excelのシート： 
 
 
 
 
 
設定： 
 
 
 
 
 
 
 
SIMPLEのデータ： 
 

a[1,1]=11 a[1,2]=12 a[1,3]=13 

a[2,1]=20 a[2,2]=21 a[2,3]=22 

 
2.5.2.5 次元２の数値を１つ定義する，添字範囲は指定する 
 
Excelのシート： 
 

 a b c 

あ 10 11 12 

い  14 15 

う   17 

a    

 11 12 13 

 20 21 22 

Set（集合）のチェック 
次元 
添字範囲 
データ方向 
先頭行・列をオブジェクト名として利用 

チェックしない 
２ 
選択しない 
行と列 
チェックする 
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設定： 
 

Set（集合）のチェック 
次元数 
添字範囲 
データ方向 
先頭行・列をオブジェクト名として利用 

チェックしない 
２ 
選択する 
行と列 
チェックする 

 
対応する SIMPLEのデータ（名前は Aと設定した場合）： 
 

A[あ,a]=10; A[あ,b]=11; A[あ,c]=12; 

 A[い,b]=14;; A[い,c]=15; 

  A[う,c]=17; 

 
2.5.2.5 次元３の数値を１つ定義する，添字範囲は選択する 
 
Excelのシート： 
 

  b d 

か あ 11 12 

 い 14 15 

き う  17 

 
設定： 

Set（集合）のチェック 
次元 
添字範囲 
データ方向 
先頭行・列をオブジェクト名として利用 

チェックしない 
３ 
選択する 
行と列 
チェックする 

 
対応する SIMPLEのデータ（名前は Aとします）： 
 

A[か,あ,b]=11; A[か,あ,d]=12; 

A[か,い,b]=14; A[か,い,d]=15; 

 A[き,う,d]=17; 
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2.5.2.4 添字のない集合を３つ定義する 

 
Excelのシート： 
 
 
 

a1  a2 a3 

1 5 8 11 

2 6 9 12 

3 7 10  

4    

 
設定： 

Set（集合）のチェック 
次元数 
添字範囲 
データ方向 
先頭行・列をオブジェクト名として利用 

チェックする 
０ 
選択しない 
列 
チェックする 

 
対応する SIMPLEのデータ： 
 

a1 = 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7 ;  

a2 = 8, 9, 10 ;  

a3 = 11, 12 ;   

 
 
2.5.2.5 次元１の集合を定義する 

 
Excelのシート： 
 

a   

10 12 15 

 13 16 

11  17 

 

空白は前の “a1” が続いていることを示す 

空白は無視される 
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設定： 
 

Set（集合）のチェック 
次元 
添字範囲 
データ方向 
先頭行・列をオブジェクト名として利用 

チェックする 
１ 
選択しない 
列 
チェックする 

 
対応する SIMPLEのデータ： 
 

a[1] = 10, 12, 15 ; 

a[2] = 13, 16 ; 

a[3] = 11, 17 ; 

 
 
 
2.5.2.2 次元２の集合を二つ定義する 
 
Excelシート： 

   a1   a2 

あ か 8 ７ 11 

い   13  

う け 15  12 

え  9 10  

 
 
 
設定： 

Set（集合）のチェック 
次元数 
添字範囲 
データ方向 
先頭行・列をオブジェクト名として利用 

チェックする 
２ 
選択する 
列 
チェックする 

 
 

添字に空白がある場合，その前の添字を流用する 
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対応する SIMPLEのデータ： 
 

a1[あ,か] = { 8, 7 } a2[あ,か] = { 11 } 

a1[い,か] = { 13 }  a2[い,か] = { }  

a1[う,け] = { 15 } a2[う,け] = { 12 } 

a1[え,け] = { 9, 10 } a2[え,け] = { } 

 
2.6 NUOPTデータの確認 

 
Excel から NUOPT に転送されるデータの形式と内容を，一覧表の形で確認できるもので
す． 
このメニューを選択すると，Excel のワークシート画面が変化して，転送されるデータの
数と，その内容を確認する一覧表が表示されます． 
 

 
上の図は表の一部ですが，このように転送するデータ数と，それぞれの内容が表示されま

す．図は１次元の添字を持ったデータの内容が表示されているところです． 
 
これは，Excelのワークシートのブック形式を利用しています．したがって，Excelワーク
シート下部にあるブックのタブで切り替えることができます． 
 

 
このように，Excel のワークシートのブックのタブが，ワークシート下部左に表示されて
います．この「 NUOPT データの確認」メニューを選ぶと，上図のように

「NSimpleDataPrintSheet」に切り替わって，ここに転送データの内容を展開するように
なっています． 
元の画面（それまで皆さんの入力や操作をしていた画面）に戻すには，タブの名前を変更

していない限りは「Sheet 1」を押せばよいことになります．自分でタブの名前を変更して
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いたなら，その名前のワークシートに戻ればよいことになります． 
 
2.7実行 

 
最適化を実行し，結果を受け取り，Excel に反映させます．実行されるのは，アイコンの
右クリックメニューから「Excel連係の実行対象」が選択されたモデルです． 
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3 TIPS集（豆知識集） 
 
知っておくと役に立つ豆知識集です． 
 
3.1 NUOPT GUI 上での操作（データ内容の確認） 

 
NUOPTメニューから「GUI起動」を選択すると，NUOPT GUI が起動します．Excel
連係したいモデルを右クリックして「Excel 連係の実行対象」を選び，Excel の NUOPT
メニューで実行を行えば，実行が成されます．その際に，Excelに含まれていたデータは，
モデルファイルのあるフォルダに 
 excel.dat 
という名前で出力されます．このデータは SIMPLEのデータファイル形式なので，このフ
ァイルをデータファイルとして陽に与えれば，Excel からの実行を行わずともモデルの実
行ができます． 
 
3.2 データ転送のタイミングと方法について 

 
Excel から NUOPT へのデータ転送は，最適化を実行する直前に必ず行われます．データ
はその都度 
 excel.dat 
という名前でセーブされます．  
 
3.3 showSystem関数について 

 
SIMPLEのモデル上で showSystem関数を使うと，NUOPTシステムがどのような式を解
いているかを表示させることができます． 
チュートリアル例題２Ｂをもとにして，以下のようにモデルに１文を追加します． 
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この１文を挿入してから最適化の実行を行うと，メッセージウインドウに以下のように，

モデルにデータを結合した結果が表示されます． 

 
 
もちろん，問題が大規模になれば非常に大量の式が表示されてしまい，あまり実用的とは

いえない場合も出ますが，問題規模を小さくして問題点を探り当てるには非常に役立つ関

数です． 
 
 
3.4 データファイルの保存について 

 

この１文を追加． 

この部分 
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2.4.1 リンク設定ダイアログの解説 の e.「データファイルへ保存」ボタンに関する詳細を
説明します． 
このボタンは非常に規模の大きいデータでExcelとSIMPLEのリンクを行なう場合に必要
なものです．すでに膨大な規模の表を Excelで扱っており，それを NUOPTとリンクする
場合に，実行時の最大の障壁は Excelから NUOPTへのデータの転送に時間がかかる点で
す．NUOPT の計算自体は非常に高速ですが，この転送時間のために待たされることがし
ばしば出てきます．それを解決するのがこの機能になります． 
 
いったんリンク設定を行なったとします．そのうち，あるリンクは数千～数万件規模の表

になっており，さらに SIMPLEにとっては入力データでもう変更されることはないものと
します．そのリンクを，リンク設定ダイアログの d.「対応付けされた範囲」リストより，
マウスでクリックして選択します．（複数ある場合は，複数件選択することも当然できま

す．） 
そして，e.の「データファイルへ保存」ボタンを押すと，ファイル保存のダイアログが表示
されますので，好みのファイル名をつけて保存します．すると，送られるべきデータがす

べて SIMPLE用のデータファイルとして書き出され，d.の「対応付けされた範囲」リスト
より除かれます．この時点で，Excel に入っていたセルの内容はそのままで，SIMPLE 用
のデータファイルが作成されたことになります．大量のデータの入出力時間が大幅に短縮

されます． 
また，Ver.6 の GUIをお使いのとき，Excelから NUOPTを起動すると，対応するモデル
ファイルのあるフォルダに，Excel の内容と等価なデータを excel.dat という名前で置き
ます．これによって，Excelを使わないで等価な最適化実行を行うこともできます． 
 
ある程度シミュレーションやモデリングのやり方が固定してきたデータで，規模の大きな

ものは，この方法で実行速度を上げることが可能です． 
 
 
3.5 添字候補が表示されない場合 

 
リンク設定ダイアログで添字候補より添字をマウスで選択しようとしたのに，添字が現れ

ないことがあります． 
これは，添字候補を表示するときに，選択範囲となっているセルの配列長と一致するもの

しか表示しないために生じることがあります．こういう場合は，リンク設定ダイアログで

取り込んだセル範囲が，添字候補とうまく一致するかを確認してみてください． 
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4 データ形式・転送についてのまとめ 
 
SIMPLEのデータの種類に関しては，2.4.2 データ転送パターンで定義したのと同じ用語
を使っています． 
 
 
4.1 SIMPLE のデータ形式 

 
SIMPLEオブジェクトに許可されているデータの形式です． 
 

SIMPLE の

データ種類 

添え字 

有 集合 

  無 

有 数値 

  無 

 
 
4.2 Excel のデータ形式 

 
Excelで許可されているデータの形式です． 
 

ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ名指定 添え字指定 

有 有 

 無 

有 無 

 無 

 
「ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ名を指定しない」は，リンク設定ダイアログ（2.4参照）で名前を指定

することを意味します．つまり，リンク時に名前は設定する必要があります

（そうでないと SIMPLE へのデータの転送ができません）． 
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4.3 データ転送 

 
Excel→SIMPLE，Excel←SIMPLEのデータ転送形式についてのまとめです． 
表の項目のうち，Excel側というのは，Excel上でリンク設定ダイアログを使って指定する
項目です．SIMPLE 側というのは，SIMPLE 上で記述・定義するデータ形式のことです．
これらの組み合わせにより，転送が可能か不可能かをまとめてあります． 
 
Excel側 SIMPLE側 

オ ブ ジ

ェ ク ト

名指定 

添 字

指定 

データ種類 添字 

転送 

方向 

転送 注 解説 

→ 可  有 

←   

2.4.2.2 

→ 不可  

集合 

無 

←   

2.4.2.1 

→ 可  有 

←  添字に対応する部分の

みを転送 

2.4.2.4 

→ 不可  

有 

数値 

無 

←   

2.4.2.3 

有 → 可 SIMPLE内で添え字自動

付番 

 ←  Excel上で方向・添字

表示指定をしないと自

動上書き 

2.4.2.2 

→ 可  

集合 

無 

←  Excel上で方向指定 

2.4.2.1 

→ 可 SIMPLE内で添え字自動

付番 

有 

←  Excel上で方向・添字

表示指定をしないと自

動上書き 

2.4.2.4 

→ 可  

有・無 

無 

数値 

無 

←  Excel上で方向指定 

2.4.2.3 
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なお，解説にある番号は，章節番号です．該当項目の実例での解説は，目次からこの章節

を辿ってください． 
 
4.4 その他 

 
SIMPLEオブジェクトの集合系データは，Excelデータのリンク時に「データ方向：

行と列」指定は不可となっています． 
 


